
令和２年台風第 10号に係る関係省庁災害対策会議 

議 事 次 第 

日時：令２年９月７日（月）１６：３０～ 

場所：合同庁舎８号館３階 災害対策本部会議室 

１．これまでの気象状況と今後の見通し等 

２．各省庁の対応状況等 

３．武田内閣府特命担当大臣（防災）発言 



台風第10号について
（大雨に厳重に警戒、暴風・高波に警戒)

＜気象概況＞ 大型で強い台風第10号は、14時現在、朝鮮半島の東岸を北に進んでいる。
＜暴風・高波＞ 西日本と東日本の太平洋側では非常に強い風が吹き、うねりを伴って大しけとなっているところがある。

西日本では7日夕方まで暴風が吹き、西日本と東日本太平洋側では７日夜まで大しけが続く見込み。
＜高潮＞ 西日本を中心に８日にかけて潮位が高くなる見込み。
＜大雨＞ 西日本から東日本では、南から暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が非常に不安定となって、局地的に

雷を伴った激しい雨や非常に激しい雨の降っている所がある。また、これまでの大雨により、西日本と東日本では土砂
災害の危険度が高くなっている所がある。今後も、南から暖かく湿った空気が流れ込み、西日本では７日夜にかけて、
東日本では８日にかけて、局地的に雷を伴った非常に激しい雨や激しい雨が降り、太平洋側を中心に総雨量が多く
なり、大雨となるおそれ。

＜警戒事項＞ 大雨に厳重に警戒、暴風・高波に警戒、高潮に十分注意。竜巻などの激しい突風に注意。気象庁の発
表する最新の台風情報に留意するとともに、今後各地の気象台の発表する早期注意情報や警報・注意報などの気
象情報に留意。

令和2年９月7日15時00分

【大雨の見通し】(単位:ミリメートル)

【暴風・高波の見通し】(単位(風):メートル毎秒(波):メートル)

大雨、暴風、波浪、高潮の警報級となる可能性のある期間
■可能性がある、■可能性が高い(警報発表中を含む)

雨雲の様子
7日14時30分

１ 気象庁
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24時間降水量 令和2年９月7日14時00分時点

2



最大風速・最大瞬間風速 令和2年９月7日14時00分時点

アメダスによる最大瞬間風速は、2008年以降観測開始
最大風速より統計期間が短いため、記録更新が多い

最大風速 最大瞬間風速
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